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の

昨
年

の
衆
院
選
は

「
生
存

の

た
め

の
政
権
交
代
」

を
目
指
し

ま
し
た
が
、

与
党
に
絶
対
安
定

多
数
を
許
し
て
し
ま
い
残
念

で

な
り
ま
せ
ん
。

「
新
し
い
資
本
主
義
」

を
掲

げ

る
岸

日
首
相
は
、

臨
時
国
会

の
所
信
表
明
演
説
で
、

新
自
由

主
義

で
格
差
や
貧
困
が
拡
大
し

た
と
し
て
、

「
新
し
い
資
本
主

義
」

の
具
体
化
で

「
成
長
も
の

配
も
実
現
す
る
」

と
強
調
し
ま

し
た
。

し
か
し
、

岸

日
首
相
が

掲
げ

て
い
た

「
令
利
版
所

得
倍
増
計
画
」

や

「
金
融

所
得
課
税
強
化
」

な
ど
に

は

一
切
触
れ
す
、

「
劣
配
」

が

「
成
長
」

の
後
ろ
に
追

い
や
ら
れ
て
し
ま

い
、

今

ま

で
の
内
閣
が
進
め
て
き
た
経

済
最
優
先

の
政
策
と

の
違

い
は

感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
カ
、

所
信
表
明
演
説
で
は
、

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」

を
明
言

し
、

国
家
安
全
保
障
戦
略

の
改

定
と
併
せ
、

弾
道

ミ
サ
イ
ル
発

劉
を
相
手
国
領
域
内

で
阻
止
す

る
攻
撃
能
力

の
保
有
を
検
討
す

寵
簗
題
館
麓
罷

集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
調

め
た
安
保
法
制
は

「
憲
法
違
反

と
し
て
全
国
で
意
見
訴
訟
が

行

な
わ
れ
岡
山
で
も
原
告
５
６
０

名

（
筆
者
も
原
告

の

一
人
）

が

参
加
。

１
６
年
以
降
、

１
３
□

の
公
判
を
経

て
‐２

月
３
日
、

最

終
弁
論

で
５
人
が
意
見
陳
述

し

た

（
判
決
３
月
２３

日
）
。

「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
枯
葉
剤

の
悲
惨
さ
に
、

ど
ん
な
戦
争
も

し
て
は
な
ら
す
、

子
ど
も
た
ち

の
平
和
に
生
き
る
権
利

の
た
め

声
を
上
げ

つ
づ
け
る

（
大
学
教

員
）
」

「
平
和
憲
法
を
教
育

の

場
で
実
践
し
て
き
た

こ
と
が
、

る
と
強
調
し
ま

し
た
。

「
散
基

地
攻
撃
能
力
」

の
表
現
を
、

軽

率
に
も
所
信
表
明
で
使
う

こ
と

自
体
、

極
め

て
危
険
で
す
し
、

最
後
に

「
憲
法
改
正
」

を
強
調

し
ま
し
た
。

改
憲

へ
の

「
国
民

理
解

の
さ
ら
な
る
深
化
」

を
呼

び
か
け
、

自
衛
隊
を
憲
法
９
条

に
書
き
込
む

こ
と
や
緊
急
事
態

条
頂
を
盛
り
込
む

こ
と
が
岸

田

首
相

の
真

の
狙
い
で
す
。

私
た
ち
社
民
党
は
、

他

の
立

憲
野
党
や
平
和
を
願
う
市
民
と

共
闘
し
、

岸

日
政
権

の
改
憲
策

動
を
打
ち
砕
＜
た
め
全
力
を
尽

く
し
て
闘
う
決
意

で
す
。

そ
し

て
今
年
は
参
議
院
選
挙
が

行
な

わ
れ
ま
す
。

市

民
と
立
憲
野
党

の
共
闘
を
さ
ら
に
強
化
し
、

改
憲

阻
止
、

戦
争
法
廃
止
に
向
け
て
闘

い
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

安
保
法
制
で
全
人
格
を
否
定
さ

れ
た

（
中
学
教
員
Ｏ
Ｂ
）

「
３

・
１
１
原
発
事
故
避
難
者
と
し

て
戦
争

で
原
発
が

テ
ロ
標
的
に

な
る
不
安

（
大
学
生
）
」

と
、

安
保
法
制
で
戦
争

へ
の
不
安
を

訴
え
た
。

代
理
人

・
弁
護
士
も

「
他
国

の
た
め
に
戦
争
調
め
る

安
保
法
制
は
違
憲
、

憲
法
判
断

を
避
け
す
、

裁
判
所

の
役
割
を

果
た
す
よ
う
求
め
た
。

（
野
崎
）

！師一麟整髄縮網税確の！誰

新
年
ま
で
あ
と
わ
す
か

の
‐２

月

２５
日
、

今
年
最
後

の
市
民
と

立
憲
野
党

の
合
同
宣
伝
を
元
気

に
行
な
っ
た
。

前

日
は
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ブ
、　
コ
ロ
ナ
新
変
異
株

オ
ミ
ク

ロ
ン
感
染
拡
大
が

心
配

さ
れ
る
が
、

人
通
り
は
多

い
。

そ
の
中
、

夏

の
参
院
選
に
向
け

て
立
憲
野
党

の
共
闘
を
強
め
、

今
年
も
９
条
改
憲

・
緊
急
事
態

条
頂
新
設

の
改
憲
阻
止
に
全
カ

を
上
げ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

‐２
月
２２

日
の
党
定
例

の
街
宣

で
も
改
憲
阻
止
を
訴
え
た
。

へ
距
中
四

『
串
”

「 ま て
お
的

申
々
ゆ
ｏ

干
支
な
ど
余
り
関
ｂ
が
な

い
人
で

も
、

お
正
月
の
話

の

一
つ
と
な
る

か

▼
そ
れ
も
今
年
は
３
６
年
に

一

度

の
強
運
を
も
た
ら
す

「
五
黄

の

寅
」

（
ご
お
う
の
と
ら
）

と
な
れ

ば
な
お
さ
ら
だ
。

強
運

の
寅
が
世

界
を
駆
け
巡
リ

コ
ロ
す

の
新
変
異

株
オ
ミ
ク
ロ
ン
退
治
と
な
れ
ば
、

こ
れ
ぞ
初
夢
か
。

人
災
を
指
摘
す

る

コ
ロ
ナ
禍
に
科
学
的
で
な

い
と

い
わ
れ
そ
う
▼
１
０
万
円
給
付
や

国
会
議
員
の
経
費
問
題
が

メ
デ
ィ

ア
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
が
、

厳

し

い
お
正
月
を
迎
え
て
い
る
人
が
多

い
な
か
、

こ
れ
ら

の
人
に
必
要
な

支
援
が

届
く
た
め
に
も
、

政
治

ヘ

の
信
頼
が
欠
か
せ
な

い
▼
と

こ
ろ

が

不
信
感
は
国

の
基
幹
統
計
改
ざ

ん
で
さ
ら
に
増
幅
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
成
果
底
上
げ

で
情
度
は
市
井

の
勘
ぐ
り
か
。

真
相
は
さ
て
お
き
、

政
治
は
誰

の
た
め
か
と
問
い
た

い

▼
こ
れ
で
は
初
日
の
出
も
望
め
そ

う
に
な

い
。　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

新

し
い
生
活
、

新
し
い
社
会

の
在

リ
カ
が
模
索
さ
れ
る
な
か
、

今
年

は
参
院
選
。

改
憲

で
全
て
を
黒
塗

り
さ
せ
す
、

憲
法
を
活
か
す
元
年

の
正
夢
と
し
よ
う
か
。
　

（
の
）

¨
定
例
学
習

・
読
者
会

¨

¨

「
新
報
」
読
者
会
　
　
　
　
¨

　̈
１
月
セ
日
（第
２
火
）
１
８
・時．

¨

辰
巳

「
時
事
問
題
懇
話
会
」

¨

　̈
１
月
２８
日
（
月
末
金
）
１
８
臨

※
コ
ロ
ナ
状
況
に
よ
り
変
更
あ
ｎ

　̈
い
す
れ
も
辰
巳
・
新
事
務
所
で

社
民
党
岡
山
県
連
含

代
表
　
宮
日
　
好
夫

12/3「安保法制は憲法違
反」訴訟最終弁論原告団

党県連含活動日講
12/12 岡 山市平禾B推進協 ・理事会 (武本)

12/14 さ よなら原発実行委 (耐本)

12/17 宣 伝カー四区 (倉敷)

12/18 国 民民主党岡山結成大会 (宮日)

12/22 社 民党定例街宣  マ ツキヨ

12/25 市 民と立憲野党の合同宣伝 マ ツキヨ

12/28 事 務所仕事収め

2022・ 1/4 ′ ′ 仕 事始め12/22党 定例街宣
12/25市 民と立憲野党の合同宣

メ
し

衆院選 10/20日 朝8時過ぎ 岡山駅前で第一声

社民党サポーター募集
社民党には、あなたの声が必要です ・

年会費1000円  オ ンライン申込⇒

https7/sdp.or /

"完
売 御 礼
"

2021北 海道直送
ながきり毘布

1/26(水 )党 定例街宣
18:00～ マツキヨ前

1/22(土 )16:00マ ツキヨ
市民と立憲野党の合同宣伝

"


